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繰
り
返
し
て
い
る
そ
う
だ
。

そ
の
た
め
か
、
周
囲
の
岩
場

は
変
化
に
富
ん
で
い
て
深
い

淵
も
あ
る
と
い
う
。
東
側
の

磯
に
は
よ
く
ス
ケ
ッ
チ
に
行

く
。
位
置
に
よ
っ
て
稲
村
ケ

崎
や
逗
子
葉
山
を
背
景
に
背

負
う
。
今
回
は
表
磯
の
釜
の

口
で
ス
ケ
ッ
チ
。
岩
に
打
ち

寄
せ
る
波
が
岩
と
岩
と
の
間

の
深
み
に
の
み
込
ま
れ
て
、

渦
を
巻
き
な
が
ら
再
び
盛
り

上
が
る
。
そ
れ
は
ま
る
で
呼

吸
だ
。
波
も
岩
も
生
き
て
い

る
よ
う
だ
。
こ
の
瞬
間
の
背

景
に
は
、
７
万
年
の
時
が

あ
っ
た
。
水
彩
　
36
×
51
㎝

　
江
の
島
は
７
万
年
ほ
ど
前

に
隆
起
し
て
浸
食
と
隆
起
を

73

「　

磯　

」
黒
川
　明

１
９
６
８
年
に
「
村
田
良
策

記
念
ア
ト
リ
エ
Ｍ
」
を
開
設

し
、
後
進
の
指
導
に
も
あ
た

る
鎌
倉
市
在
住
の
洋
画
家
で
、

市
文
化
協
会
理
事
長
の
村
田

佳
代
子
さ
ん
が
、
２
月
27
日

か
ら
３
月
３
日
ま
で
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
傘
寿

（
80
歳
）記
念
第
61
回
個
展「
わ

が
街
か
ま
く
ら
」
を
開
く
。

地
下
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
全
部

使
用
し
て
、
鎌
倉
の
地
形
に

そ
っ
て
約
60
年
描
い
て
き
た

風
景
画
を
紹
介
す
る
。
油
彩
、

水
彩
・
パ
ス
テ
ル
の
大
作
60

点
、
ス
ケ
ッ
チ
１
０
０
余
点

の
約
１
６
０
点
を
展
示
。

村
田
さ
ん
は
、
１
９
７
０

年
に
「
唯
１
回
だ
け
」
と
個

展
を
開
催
。
そ
の
折
の
出
会

い
の
応
援
で
以
後
７
年
で
鎌

倉
百
景
を
完
成
。
こ
の
間
の

学
び
が
出
発
で
団
体
展
や
国

際
展
で
の
受
賞
に
繋
が
り
今

が
あ
る
と
い
う
。
生
涯

の
テ
ー
マ
は
宗
教
的
歴

史
画
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク

雪
の
下
教
会
、
大
分
県

立
先
哲
史
料
館
、
ロ
ー

マ
教
皇
庁
大
使
館
、
バ

チ
カ
ン
市
国
な
ど
20
数

カ
所
の
施
設
に
作
品
を

収
蔵
展
示
し
て
い
る
。

村
田
さ
ん
は
「
お
な

じ
み
の
ま
ち
の
風
景
や

傘
寿
記
念
第
61
回
個
展

文
化
庁
長
官
表
彰

画
家
・
村
田
佳
代
子
さ
ん

俳
人
・
星
野
高
士
さ
ん

町
制
１
０
０
周
年
に
向
け
た
曲

葉
山
在
住
の
歌
手
が
制
作

失
わ
れ
た
風
景
も
あ
る
の
で
、

鎌
倉
を
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ
ル
す

る
気
分
で
会
場
を
を
散
策
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
話
す
。

  

自
宅
の
ア
ト
リ
エ
で
村
田
さ
ん

文
化
活
動
で
優
れ

た
功
績
を
上
げ
た
人

や
団
体
に
贈
ら
れ
る
、

令
和
５
年
度
「
文
化

庁
長
官
表
彰
」
に
87

件
が
決
定
し
、
被
表

彰
者
に
俳
人
・
星
野

高
士
さ
ん
（
71
）
が
選
ば
れ

た
。
永
年
に
わ
た
り
、
優
れ

た
俳
句
を
生
み
出
し
、
俳
句

文
化
の
発
展
に
貢
献
し
、
芸

術
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た

こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。

昨
年
12
月
19
日
、
京
都
で

表
彰
式
が
行
わ
れ
、
文
化
庁

長
官
・
都
倉
俊
一
氏
か
ら
ひ

と
り
一
人
に
表
彰
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

星
野
さ
ん
は
句
集
『
渾こ

ん

沌と
ん』
で
昨
年
、
第
38
回
詩
歌

文
学
館
賞
（
日
本
現
代
詩
歌

文
学
館
振
興
会
な
ど
主
催
）、

最
近
よ
く
屋
根
や
外
壁
の
塗

り
替
え
の
チ
ラ
シ
が
投
函
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
殆
ど
は
塗
装

屋
さ
ん
の
営
業
で
す
。

家
の
外
部
工
事
で
塗
装
屋
さ

ん
が
扱
う
部
分
は
そ
の
一
部
で

す
。
屋
根
瓦
・
ス
レ
ー
ト
・
樋
・

外
壁
（
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
板
金
・

左
官
・
板
・
モ
ル
タ
ル
）・
窓
・

扉
（
サ
ッ
シ
・
木
）・
防
水
（
コ

ー
キ
ン
グ
・
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）・
木
工

事
・
タ
イ
ル
・
石
・
仮
設
足
場

等
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
工
事
を
塗
装
屋
さ
ん
が

全
て
で
き
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
建
設
業
法
で
は
そ
れ
ぞ
れ

独
自
に
許
可
を
受
け
て
資
格
を

取
得
し
て
お
り
、
複
数
の
業
種

を
扱
う
場
合
は
、
建
築
工
事
業

の
免
許
が
必
要
で
す
。
対
象
に

な
る
の
は
大
工
・
工
務
店
・
建

設
業
者
で
す
。
個
別
の
許
可
で

も
請
負
金
額
が
小
さ
け
れ
ば
複

数
の
業
種
を
扱
っ
て
も
法
律
違

反
に
は
な
ら
な
い
よ
う
で
す

が
、
後
々
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
と

か
責
任
の
問
題
を
考
え
る
と
如

何
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

家
の
ト
ラ
ブ
ル
は
雨
漏
れ
が

一
番
多
く
、
家
の
歪
み
・
建
具

の
不
具
合
な
ど
が
続
き
ま
す
。

　
最
近
合
い
見
積
も
り
を
進
め

る
傾
向
が
強
く
、
安
い
金
額
が

正
し
く
て
少
し
で
も
高
け
れ
ば

間
違
い
の
様
に
扱
わ
れ
ま
す
が
、

正
し
い
施
工
法
で
、
正
規
の
金

額
を
支
払
い
、
自
分
の
手
に
し

た
物
は
財
産
に
な
る
し
、
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
っ
て
も
そ
の
業
者
は

誠
実
に
対
応
し
て
く
れ
ま
す
。

一
見
さ
ん
で
は
な
く
、
顧
客

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

ア
ウ
ト
テ
リ
ア

（
家
の
外
周
部
）

117

■
日
向
建
設
　
鎌
倉
市
大
船
１
―
15
―
３
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車
に
乗
り
続
け
る
か
、
乗
ら

な
く
な
っ
た
車
を
ど
う
す
る
か

等
、
車
を
手
放
す
こ
と
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
は
、
自
分
の
愛

車
が
幾
ら
く
ら
い
な
の
か
気
に

な
る
と
こ
ろ
。

車
買
取
専
門
店
・
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
の
坂
野
代
表

は
、「
無
料
で
査
定
に
伺
い
、

査
定
額
を
提
示
し
ま
す
。
そ
の

場
で
即
決
し
な
く
て
も
大
丈
夫

で
す
。
ご
納
得
さ
れ
た
う
え
で

売
却
ご
判
断
く
だ
さ
い
。」
と

話
す
。

同
店
は
、
大
き
な
店
舗
を
持

た
ず
、
出
張
型
の
買
取
に
特
化

す
る
こ
と
で
固
定
費
を
削
減

し
、
買
取
額
に
還
元
、
高
額
査

定
を
実
現
し
て
い
る
。
ま
た
、

他
社
で
年
式
が
古
い
、
走
行
距

離
が
多
い
等
の
理
由
で
、
査
定

額
が
０
円
と
言
わ
れ
た
車
も
最

低
２
万
円
以
上
で
買
い
取
っ
て

く
れ
る（
１
６
０
０
㏄
以
下
は

５
千
円
以
上
）。
代
金
は
即
日

現
金
払
い
、
名
義
変
更
の
完
了

通
知
書
も
送
付
し
て
く
れ
る
の

で
安
心
だ
。
４
月
の
自
動
車
税

の
課
税
も
迫
っ
て
き
て
い
る
こ

の
時
期
に
、
一
度
、
ハ
ッ
ピ
ー

カ
ー
ズ
鎌
倉
店
に
相
談
を
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ズ 

鎌
倉
店

（
由
比
ガ
浜
オ
フ
ィ
ス
）　

☎

 
０
４
６
７
・
81
・
４
６
４
１

９
時
〜
20
時
・
定
休
日
な
し

愛
車
の
査
定
額
は
い
く
ら
？

し
っ
か
り
検
討
し
て
か
ら
決
断
Ｏ
Ｋ

休日も休まず営業しています

第
１
回
稲
畑
汀
子
賞
（
日
本

伝
統
俳
句
協
会
）、
第
22
回

俳
句
四
季
大
賞
（
東
京
四
季

出
版
）
の
三
賞
を
受
賞
。
虚

子
と
立
子
の
墓
参
り
を
し
て

報
告
し
て
き
た
と
話
し
、「
言

葉
に
な
ら
な
い
ほ
ど
う
れ
し

い
。
励
ま
さ
れ
た
。
俳
句
に
終

わ
り
は
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
の
俳
句
に
挑
戦
し
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。

※
星
野
さ
ん
は
鎌
倉
朝
日
俳

壇
選
者
。

来
年
１
月
の
町
制
施
行

１
０
０
周
年
に
向
け
て
葉
山

町
で
新
し
い
歌
が
生
ま
れ

た
。「
浜
辺
の
フ
ォ
ー
ク
シ

ン
ガ
ー
」
と
し
て
湘
南
地
域

を
中
心
に
活
躍
す
る
テ
ミ
ヤ

ン
こ
と
宮
手
健
雄
さ
ん
が
作

詞
作
曲
し
、
町
内
の
つ
な
が

り
の
中
で
つ
く
り
あ
げ
た
２

曲
が
１
月
５
日
、
４
年
ぶ
り

の
葉
山
町
新
年
の
集
い
で
披

露
さ
れ
た
＝
写
真
。

テ
ミ
ヤ
ン
さ
ん
は
葉
山
在

住
、
デ
ュ
エ
ッ
ト
す
る
女
性

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
花
さ
ん
は
葉

山
出
身
、
漁
師
さ
ん
の
紹
介

で
出
会
っ
た
二
人
は
意
気
投

合
し
、
町
内
の
ス
タ
ジ
オ
の

協
力
で
「
Ｉ 

♡

LOVEHAYAM
A

」

「Spirit of HAYAM
A

」
の

２
曲
を
録
音
。
歌
づ
く
り
に

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
に
加

え
、
山
梨
町
長
も
コ
ー
ラ
ス

に
入
り
、
山
か
ら
の
風
や
波

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

な
曲
に
仕
上
が
っ
た
。
テ
ミ

ヤ
ン
さ
ん
は
「
な
る
べ
く
多

く
の
人
に
覚
え
て
も
ら
い
歌

っ
て
い
き
た
い
」
と
町
内
の

小
中
学
校
や
公
的
施
設
に
春

ご
ろ
の
Ｃ
Ｄ
の
配
布
を
目
指

し
て
い
る
。
　
　
　
　（
Ｋ
）

「
小
栗
判
官
」
の
物
語

ゆ
か
り
の
藤
沢
・
遊
行
寺
で
上
演

藤
沢
市
に
あ
る
時
宗
総
本

山
・
遊
行
寺
ゆ
か
り
の
説
経

節
の
演
目
「
小
栗
判
官
」
の

物
語
を
も
と
に
し
た
舞
台「
小

栗
判
官
と
照
手
姫
」
が
、
２

月
17
、
18
の
両
日
、
同
寺
の

本
堂
で
上
演
さ
れ
る
。

藤
沢
市
在
住
の
劇
作
家
・

演
出
家
の
白
石
征
さ
ん
（
84
）

が
脚
本
を
書
き
、
女
優
の
水

嶋
カ
ン
ナ
さ
ん
（
50
）
が
率

い
る
演
劇
ユ
ニ
ッ
ト
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ニ
ク
ス
」
が
舞

台
化
し
た
。
遊
行
寺
の
敷
地

内
に
小
栗
判
官
と
照
手
姫
の

墓
も
あ
り
、
演
出
の
金
守
珍

さ
ん
（
69
）
は
同
寺
で
の
上

演
に
つ
い
て
「
僕
ら
自
身
が

清
め
ら
れ
る
感
じ
が
し
ま
す
」

と
話
し
て
い
る
。

「
小
栗
判
官
と
照
手
姫
」
は

乱
世
の
時
代
に
相
愛
の
夫
、

小
栗
判
官
と
死
別
し
た
妻
の

照
手
姫
が
遊
女
に
身
を
落
と

し
流
浪
す
る
な
か
、
地
獄
か

ら
帰
還
し
た
変
わ
り
果
て
た

夫
を
、
夫
と
は
気
づ
か
ず
に

介
抱
し
、
夫
を
載
せ
た
車
を

引
い
て
熊
野
の
地
へ
「
再
生
」

の
旅
を
す
る
物
語
。
原
作
の

説
経
節
で
は
、
遊
行
上
人
と

遊
行
寺
が
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
劇
中
で
も
遊

行
上
人
が
登
場
す
る
。

白
石
さ
ん
は
「
中
世
芸
能

の
説
経
節
を
現
代
に
伝
え
た

い
」
と
、
１
９
９
６
年
に
市

内
で
演
劇
集
団
を
旗
揚
げ
し

て
「
遊
行
か
ぶ
き
」
と
し

て
上
演
し
て
き
た
。「
小
栗

判
官
と
照
手
姫
」
は
そ
の

旗
揚
げ
公
演
の
上
演
作
品
。

２
０
２
２
年
に
「
遊
行
か
ぶ

き
」
の
解
散
公
演
で
も
こ
の

作
品
が
上
演
さ
れ
た
。「
小
栗

判
官
の
受
難
と
照
手
姫
の
献

身
的
な
魂
の
抱
擁
に
よ
っ
て

小
栗
判
官
の
再
生
を
果
た
す
、

ま
さ
に
そ
の
至
福
の
時
に（
観

客
と
し
て
）
立
ち
会
っ
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。

前
売
り
４
５
０
０
円
、
当

日
５
千
円
。
問
い
合
せ
☎
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・
５
７
９
９
・
７
４
０
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練習風景


